
オ
ピ
ニ
オ
ン
・リ
ー
ダ
ー
訓
練
研
修

西
部
方
面
総
監

鳥
海
陸
将
は
、
令
和
７
年
11
月
か
ら
12
月
の
間
、
宮
古
島

駐
屯
地
、
石
垣
駐
屯
地
、
自
衛
隊
那
覇
病
院
、
自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部
及

び
自
衛
隊
福
岡
病
院
の
初
度
視
察
を
実
施
し
、
南
西
地
域
の
防
衛
を
着
実
に
強

化
し
て
い
る
部
隊
等
の
現
状
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
入
院
患
者
の
激
励
を

実
施
し
ま
し
た
。

総
監
初
度
視
察

慰霊碑へ献花をする総監（宮古島駐屯地）

入院患者の激励（自衛隊福岡病院）

石
垣
島
に
お
け
る
日
米
共
同
演
奏
会

西
部
方
面
隊
は
、
令
和
７
年
12
月
7
日
（
日
）
、
石
垣
市
民
会
館
（
沖

縄
県
石
垣
市
）
に
お
い
て
「
日
米
共
同
演
奏
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
演
奏
会
は
、
石
垣
島
に
お
い
て
初
と
な
る
公
共
施
設
を
利
用
し
た
日

米
共
同
演
奏
会
で
あ
り
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
会

場
に
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
る
約
１
，
０
０
０
名
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

演
奏
会
で
は
、
第
15
音
楽
隊
と
米
海
兵
隊
第
３
海
兵
機
動
展
開
部
隊
音

楽
隊
と
の
共
同
演
奏
に
よ
り
、
日
米
の
強
い
絆
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、

地
元
小
学
校
器
楽
ク
ラ
ブ
等
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
演
奏
を
す
る
等
、

地
域
の
皆
様
と
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

地元小学生との共同演奏

西
部
方
面
隊
は
、
令
和
７
年
12
月
5
日
（
金
）
、
日
出
生
台
演
習
場
及
び
湯
布
院
駐
屯
地
に
お
い
て
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
訓
練
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
出
生
台
演
習
場
で
は
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
の
発
射
準
備
か
ら
射
撃
位
置
へ
の
展
開
、
発
射
ま
で
の

一
連
の
動
作
に
つ
い
て
の
研
修
を
、
湯
布
院
駐
屯
地
で
は
体
験
喫
食
や
隊
員
と
の
懇
談
を
通
じ
て
部
隊

の
現
状
等
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
訓
練
研
修
を
通
じ
て
、
部
隊
の
統
制
さ
れ
た
迅
速
・
確
実

な
動
作
や
隊
員
一
人
ひ
と
り
の
高
い
練
度
に
よ
り
装
備
品
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
九
州
・
沖
縄
地

域
の
防
衛
態
勢
を
万
全
に
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

発 行 所
自衛隊 西部方面総監部

総務部広報室
電話 096-368-5111

印 刷 所
（有）明星印刷所隊員と談笑する総監（自衛隊那覇病院）

営内視察（石垣駐屯地） 慰霊碑へ拝礼をする総監（宮古島駐屯地）

施設巡視（自衛隊沖縄地方協力本部）

日出生台演習場での訓練研修

体験喫食（湯布院駐屯地）

隊員との懇談（湯布院駐屯地）

日
出
生
台
地
域
に
お
け
る
日
米
共
同
演
奏
会

西
部
方
面
音
楽
隊
は
、
令

和
７
年
10
月
18
日
（
土
）
、

く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

（
大
分
県
玖
珠
町
）
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
「
日
米
共
同

演
奏
会
（
主
催

九
州
防
衛

局
）
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
米

海
兵
隊
第
3
海
兵
機
動
展
開

部
隊
音
楽
隊
が
参
加
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
約
７
０
０
名
の

皆
様
に
対
し
、
日
頃
の
感
謝

と
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
米

海
兵
隊
第
3
海
兵
機
動
展
開

部
隊
音
楽
隊
の
想
い
を
込
め

て
、
演
奏
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
会
に
先
立
ち
、

地
元
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
生

徒
に
対
し
て
演
奏
技
術
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
演
奏
会

に
お
い
て
合
同
演
奏
を
実
施

し
、
音
楽
に
携
わ
る
者
同
士
、

絆
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

西部方面音楽隊による単独演奏

地元高校（吹奏楽部）生徒への技術指導

地元高校（吹奏楽部）との合同演奏

参加できなくなった米音楽隊からの
ビデオメッセ―ジ

日米音楽隊による共同演奏

総
監
・方
面
最
先
任
に
よ
る

月
例
慰
霊
・安
全
祈
願

方面殉職隊員慰霊碑に献花する鳥海総監（左）

義烈空挺隊慰霊碑に献花する鳥海総監（手前）

西
部
方
面
総
監

鳥
海
陸
将
は
、
方

面
最
先
任
上
級
曹

長
（
阿
世
賀
准
陸

尉
）
と
と
も
に
、

健
軍
駐
屯
地
内
の

方
面
殉
職
隊
員
慰

霊
碑
及
び
義
烈
空

挺
隊
慰
霊
碑
に
献

花
し
、
殉
職
さ
れ

た
隊
員
及
び
義
烈

空
挺
隊
の
英
霊
に

対
し
、
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
る
と
と
も

に
、
全
て
の
隊
務

に
お
け
る
安
全
を

固
く
誓
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
月

末
を
基
準
に
慰
霊

を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。



お問い合わせ先
福岡駐屯地

第４師団広報室
092-591-1020

お問い合わせ先

北熊本駐屯地
第８師団広報室
096-343-3141

道路閉塞準備

陣地構築

国歌吹奏及び表彰演奏

第
８
師
団
は
、
令
和
７
年
10
月
20
日
（
月
）
か
ら
10
月
31
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
及
び
十
文
字
原
演
習
場
に
お
い
て
、
島

し
ょ
守
備
部
隊
の
一
連
の
行
動
に
係
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
確
保
に
つ
い

て
演
練
し
、
陸
上
構
成
部
隊
運
用
の
実
効
性
向
上
の
資
と
す
る
目
的
で
、

本
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

第
８
施
設
大
隊
第
２
中
隊
（
中
隊
長

桐
原
２
尉
）
は
、
主
戦
闘
地

域
守
備
部
隊
で
あ
る
第
42
即
応
機
動
連
隊
を
直
接
支
援
す
る
こ
と
を
任

務
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
敵
特
殊
部
隊
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
等
の
あ
ら

ゆ
る
脅
威
下
に
お
い
て
、
生
き
残
り
つ
つ
任
務
を
継
続
す
る
た
め
、
築

城
、
偽
装
、
分
散
等
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
一
般
的
手
順
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
我
の
陣
地
等
へ
の
攻
撃
を
局
限
さ
せ
る
こ
と
に
着
意
し
ま
し
た
。

本
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
演
習
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
今
後
、
「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
常
に
敵
の
視
点
に
立
ち
、
こ

総
合
戦
闘
射
撃

第
42
即
応
機
動
連
隊
（北
熊
本
）

第
８
師
団
は
、
令
和
７
年
９
月
30
日
（
火
）
か
ら
10
月
４
日
（
土
）

ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
総
合
戦
闘
射

撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
42
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊
長

鈴
木
１
佐
）
は
、
対
着
上
陸
戦
闘

の
場
面
を
想
定
し
、
侵
攻
す
る
敵
の
上
陸
阻
止
か
ら
沿
岸
部
で
の
撃
破

に
係
る
戦
闘
様
相
を
一
連
の
状
況
で
行
い
、
収
容
援
護
、
機
動
打
撃
、

逆
襲
等
の
戦
闘
行
動
と
連
接
さ
せ
て
連
隊
の
保
有
す
る
火
器
・
火
砲
の

実
弾
射
撃
訓
練
を
昼
夜
間
に
わ
た
り
実
施
し
て
、
任
務
遂
行
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
３
日
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
、
各
種
協
力
団
体
が
参
加
す
る

「
総
合
戦
闘
射
撃
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
16
式
機
動
戦
闘
車
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
火
砲
の
迫
力
あ
る
射
撃
の
見
学
機
会
を
設
け
、
参
加

者
は
大
い
に
盛
り
上
が
る
と
と
も
に
、
連
隊
の
高
い
練
度
を
通
じ
て
、

陸
上
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
及
び
防
衛
環
境
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

障害構成

プレスキャスコンクリート構築偽 装

１６式機動戦闘車射撃

８４ｍｍ無反動砲射撃

小
火
器
射
撃
訓
練

奄
美
警
備
隊
（奄
美
）

第
８
師
団
は
、
令
和
７
年
11
月
27
日
（
木
）
か
ら
12
月
２
日

（
火
）
ま
で
の
間
、
大
矢
野
原
演
習
場
に
お
い
て
、
小
火
器
戦
闘

射
撃
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

奄
美
警
備
隊
（
隊
長

堀
内
１
佐
）
は
、
年
間
を
通
じ
、
奄
美

駐
屯
地
に
あ
る
屋
内
射
場
に
お
い
て
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
た

射
撃
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
島
外
の
演
習
場
に
お

い
て
、
小
火
器
戦
闘
射
撃
を
実
施
し
、
島
内
の
屋
内
射
場
で
は
実

施
で
き
な
い
複
雑
な
動
作
を
伴
う
応
用
的
な
戦
闘
射
撃
を
実
施
し
、

部
隊
・
隊
員
の
練
度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は
、
皆
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
も
奄
美
警
備
隊
は
、
島
し
ょ
防
衛
任
務
部

隊
と
し
て
訓
練
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

建物への突入

大
相
撲
十
一
月
場
所
演
奏
支
援

優勝パレード演奏

令
和
７
年
度
第
３
次
師
団
訓
練
検
閲

し
た
。
受
閲
部
隊
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
領
域
横

断
作
戦
へ
の
対
応
を
重
視
し
つ
つ
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
下
に

お
い
て
各
級
指
揮
官
が
的
確
に
指
揮
の
要
訣
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

諸
職
種
が
協
同
し
各
種
戦
闘
力
を
効
果
的
に
組
織
化
し
ま
し
た
。

防
御
戦
闘
で
は
、
隊
員
か
ら
の
火
力
要
求
に
対
し
迅
速
か
つ
効
果

的
に
対
機
甲
火
力
（
装
甲
車
に
対
す
る
ミ
サ
イ
ル
等
）
、
砲
迫
火
力

（
大
砲
等
）
及
び
対
空
火
力
（
航
空
機
や
ド
ロ
ー
ン
に
対
す
る
ミ
サ

イ
ル
等
）
を
発
揮
し
、
敵
の
主
要
な
戦
力
を
撃
破
し
て
攻
撃
前
進
を

阻
止
す
る
等
、
全
隊
員
が
戦
闘
団
長
の
要
望
事
項
で
あ
る
「
最
善
を

尽
く
せ
」
を
具
現
実
行
し
、
一
致
団
結
し
て
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

本
検
閲
を
通
じ
て
現
代
戦
に
関
す
る
様
々
な
教
訓
が
得
ら
れ
、
第

４
師
団
と
し
て
の
各
種
能
力
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

第
２
次
教
育
訓
練
基
盤
構
築

第
４
師
団
は
、
令
和
７
年
11
月
１
日
（
土)

か
ら
21
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
、

十
文
字
原
及
び
大
野
原
演
習
場
に
お
い
て
西

部
方
面
隊
が
計
画
す
る
令
和
７
年
度
第
２
次

教
育
訓
練
基
盤
構
築
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
基
盤
構
築
は
、
演
習
場
等
の
機
能
維
持

・
向
上
に
係
る
所
要
の
整
備
を
実
施
し
て
、

訓
練
及
び
演
習
の
効
果
的
な
実
施
と
演
習
場

等
の
長
期
安
定
使
用
を
図
る
と
と
も
に
、
演

習
場
ご
と
に
普
通
科
連
隊
を
基
幹
と
す
る
整

備
隊
を
編
成
し
、
各
種
任
務
の
遂
行
に
必
要

な
練
度
の
向
上
に
資
す
る
演
習
場
の
機
能
維

持
・
向
上
を
行
い
、
訓
練
の
効
果
的
な
実
施

と
演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
を
狙
い
と
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
基
盤
構
築
に
よ
っ
て
、
師
団
の
任
務
遂

行
に
必
要
な
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
基
盤
構
築
で
は
民
生
品
の
草

刈
り
機
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
効
率
化
・

省
力
化
に
努
め
ま
し
た
。

大
野
原
演
習
場
整
備
隊

第
１
小
隊
長
と

し
て
参
加
し
た
隊
員
は
「

11
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
の
間
、
大
野
原
演
習
場
の
基
盤
構
築

に
参
加
し
、
手
榴
弾
投
擲
壕
補
修
、
安
全
柵

の
補
修
と
い
う
任
務
で
し
た
が
、
現
場
を
細

部
ま
で
確
認
し
つ
つ
、
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
効
率
的
に
作
業
を
進
め
る
重
要
性
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
小
隊
で
連
携
し
、
役
割
分
担
を

徹
底
す
る
こ
と
で
作
業
の
質
が
向
上
す
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
隊
の
隊
員

の
協
力
や
調
整
先
の
速
や
か
な
対
応
に
よ
っ

て
気
持
ち
よ
く
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
本
基
盤
構
築
か
ら
の
学
び
と

隊
員
達
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

砲迫火力の発揮防御戦闘

陣地侵入

安全教育機械による整備（日出生台）民生資機材及び機械による整備（大矢野）

第
４
師
団
は
、
令
和
７
年
11
月
下
旬
、
大
分
県
の
日
出
生
台
演
習

場
に
お
い
て
第
41
普
通
科
連
隊
を
基
幹
と
す
る
「
第
41
戦
闘
団
」
を

受
閲
部
隊
と
し
、
「
令
和
７
年
度
第
３
次
師
団
訓
練
検
閲
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
寒
気
が
強
ま
る
中
で
実
施
さ
れ
た
訓
練
検
閲
は
５
夜
６

日
に
わ
た
り
、
戦
闘
団
は
、
現
代
の
複
雑
な
戦
場
環
境
を
模
擬
し
た

戦
場
で
戦
い
抜
き
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

状
況
が
開
始
さ
れ
る
と
、
戦
闘
団
は
速
や
か
に
陣
地
地
域
へ
前
進

し
防
御
陣
地
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
偽
陣
地
の

構
築
や
車
両
等
の
装
備
品
模
型
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敵
を
欺

く
と
と
も
に
、
敵
の
偵
察
衛
星
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
監

視
に
対
応
す
る
た
め
の
対
空
偽
装
を
施
す
等
、
地
上
の
み
な
ら
ず
宇

宙
や
低
空
域
で
の
偵
察
か
ら
部
隊
を
守
る
戦
闘
要
領
が
徹
底
さ
れ
ま

し
た
。
現
代
戦
で
は
、
領
域
横
断
作
戦
（
陸
・
海
・
空
の
領
域
に
加

え
、
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
も
含
む
複
数
の
領
域
を
統
合
し
て

活
用
す
る
作
戦
概
念
）
へ
の
対
応
が
勝
敗
を
左
右
す
る
非
常
に
重
要

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
検
閲
で
は
、
「
領
域
横
断
作

戦
環
境
下
」
に
お
け
る
部
隊
の
対
応
能
力
が
評
価
の
対
象
と
な
り
ま

第
４
師
団
は
、
令
和
７
年
11
月
23
日

（
日
）
、
大
相
撲
十
一
月
場
所
の
千
秋
楽

が
行
わ
れ
た
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
４
音
楽
隊
に
よ
る
優
勝
力
士
の
表

彰
式
開
始
の
際
の
国
歌
吹
奏
及
び
優
勝
パ

レ
ー
ド
の
演
奏
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
国
技
で
あ
る
大
相
撲
の
表
彰

式
等
で
、
式
典
演
奏
及
び
パ
レ
ー
ド
演
奏

支
援
を
担
当
し
、
多
く
の
方
に
自
衛
隊
へ

の
興
味
や
親
し
み
を
感
じ
て
頂
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
本
演
奏
支
援
に
打
楽
器
奏

者
と
し
て
参
加
し
た
隊
員
は
「
大
相
撲
十

一
月
場
所
で
の
演
奏
は
、
大
変
貴
重
な
経

験
で
し
た
。
国
技
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

所
作
を
含
め
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、

大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝
力
士

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
ら
れ
た
『
緊
張
感

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
ら
し
い
相
撲
を

と
れ
て
よ
か
っ
た
』
と
い
う
言
葉
は
、
私

自
身
に
も
重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

演
奏
で
は
い
つ
も
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
日
々
の
訓
練
を
惜
し
ま
ず
続
け
る
こ

と
で
、
実
力
を
伸
ば
し
、
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
繋
が
る
の
だ
と
改
め
て

確
信
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
胸
に
、
今

後
の
勤
務
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
演
奏
支
援
は
、
第
４
音
楽
隊
に

と
っ
て
も
、
第
４
師
団
に
と
っ
て
も
意
義

深
い
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
演
習

第
８
施
設
大
隊
（川
内
）

分隊射撃

小銃による射撃機関銃による射撃

分隊長による指揮

れ
に
対
抗
す
る
た
め
何
を
な
す
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
続
け
る
こ
と

が
重
要
と
い
う
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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「
常
即
一
心
」
で
有
終
の
美

第
24
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）
か
ら
30
日

（
日
）
ま
で
の
間
、
霧
島
演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
７
年
度
西
部

方
面
混
成
団
実
動
訓
練
検
閲
」
を
受
閲
し
ま
し
た
。

第
24
普
通
科
連
隊
は
、
令
和
９
年
３
月
に
廃
止
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
連
隊
と
し
て
最
後
の
検
閲
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
63

年
の
歴
史
あ
る
第
24
普
通
科
連
隊
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
物
心

両
面
を
万
全
に
し
検
閲
に
臨
み
ま
し
た
。

第
24
普
通
科
連
隊
は
、
「
防
御
に
お
け
る
師
団
予
備
」
の
任
務

を
受
け
、
連
隊
長
要
望
事
項
「
柔
軟
性
を
保
持
せ
よ
」
「
積
極
果

敢
に
行
動
せ
よ
」
と
掲
げ
、
そ
の
作
戦
名
を
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

オ
ジ
ロ
ワ
シ
」
と
し
各
種
事
態
に
対
応
し
た
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。寒

暖
の
差
の
厳
し
い
霧
島
演
習
場
で
、
対
特
殊
部
隊
、
対
へ
リ

ボ
ン
対
処
、
逆
襲
部
隊
の
防
護
等
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
如
く
、
敵
の

兆
候
・
情
報
を
収
集
し
、
俊
敏
か
つ
勇
猛
果
敢
に
任
務
を
遂
行
し

ま
し
た
。

ま
た
、
即
応
予
備
自
衛
官
は
、
43
名
が
出
頭
し
「
常
即
一
心
」

と
な
り
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
秀
隊
員
表
彰
を
受
賞
し
た
本
部
管
理
中
隊
所
属
の
即
応
予
備

自
衛
官
山
田
２
曹
は
、
「
通
信
陸
曹
と
し
て
、
第
24
普
通
科
連
隊

最
後
の
検
閲
で
活
躍
し
任
務
完
遂
で
き
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
糧
に
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
最
後
ま
で
頑
張
り

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
連
隊
長
は
、
「
寒
い
中
あ
り
が
と
う
！
任
務
を
完
遂
し

有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
。
我
々
は
今
後
も
第
24
普
通
科

連
隊
最
後
の
日
ま
で
、
い
か
な
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
任
務
遂
行

で
き
る
よ
う
『
常
即
一
心
』
で
邁
進
し
て
い
こ
う
」
と
訓
示
を
述

べ
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
西
部
方
面
混
成
団
実
動
訓
練
検
閲

第
24
普
通
科
連
隊
（
え
び
の
）

第２４普通科連隊編成完結

創
立
記
念
行
事
「陸
自
祭
」

第
15
旅
団
は
、
令
和
７
年
11
月
29
日
（
土
）
及
び
30
日
（
日
）
の
両
日
、

那
覇
駐
屯
地
に
お
い
て
第
15
旅
団
創
隊
15
周
年
記
念
行
事
及
び
那
覇
駐

屯
地
創
立
53
周
年
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

本
行
事
に
お
い
て
は
、
宮
崎
防
衛
副
大
臣
に
ご
視
察
い
た
だ
き
、
旅

団
隊
員
に
対
す
る
熱
い
訓
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
泉
旅
団
長

は
「
第
15
旅
団
は
、
国
民
、
特
に
沖
縄
県
民
の
皆
様
の
生
命
と
財
産
を

守
り
、
安
心
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
い
つ
い
か
な
る
任
務
も
遂
行

で
き
る
逞
し
い
旅
団
／
師
団
を
目
指
す
」
と
の
決
意
を
ご
来
賓
や
ご
来

場
の
方
々
に
対
し
て
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
特
別
展
示
と
銘
打
ち
、
多
用
途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
輸
送

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
戦
技
飛
行
の
展
示
や
隊
員
の
リ
ペ
リ
ン
グ
展
示

と
い
っ
た
自
衛
隊
な
ら
で
は
の
技
術
を
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
沖
縄

県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
団
体
チ
ー
ム
や
吉
本
興
業
の
芸
人
さ
ん
に
も
出
演

を
い
た
だ
き
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場

者
の
出
迎
え
と
見
送
り
に
は
第
15
旅
団
エ
イ
サ
ー
隊
に
よ
る
道
ジ
ュ

ネ
ー
を
行
い
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
10
月
19
日
（
日
）
、
沖
縄
県
総
合
防
災
訓
練
が
沖
縄
県
本

島
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
15
旅
団
か
ら
は
第
51
普
通
科
連
隊
、

第
15
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
及
び
第
15
施
設
隊
が
参
加
し
、
防
災
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
円
滑
な

活
動
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
、
家
屋
の
倒
壊
か
ら
の
救
出
・

救
助
、
道
路
啓
開
、
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

要
員
の
補
給
艦
へ
の
輸
送
、
移
動
基
地
局
車
の
輸
送
、
多
用

途
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
災
者
の
輸
送
等
を
行
い
ま
し
た
。

第
15
旅
団
は
引
き
続
き
、
警
察
や
消
防
と
い
っ
た
各
種
防

災
関
係
機
関
と
協
力
し
、
県
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。石

垣
島
ま
つ
り

令
和
７
年
11
月
２
日
（
日
）
、
石
垣
島
で
開
催
さ
れ
た
石
垣

島
ま
つ
り
２
０
２
５
に
お
け
る
市
民
大
パ
レ
ー
ド
に
第
15
旅
団

か
ら
石
垣
駐
屯
地
、
第
15
音
楽
隊
及
び
第
１
０
１
不
発
弾
処
理

隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
川
小
学
校
前
か
ら
旧
市
役
所
跡
地
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

沢
山
の
方
々
か
ら
暖
か
い
声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
支
援

を
通
じ
て
、
旅
団
の
活
動
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

観閲行進

参加部隊記念撮影 移動基地局車の輸送

道路啓開

沖
縄
県
総
合
防
災
訓
練

Ｒ
Ｄ
25

Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
射
撃

第
３
０
１
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
中
隊
（湯
布
院
）

第
２
特
科
団
第
３
０
１
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
中
隊
は
令
和
７
年

９
月
23
日
（
火
）
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
国

内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練
（
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
・
ド

ラ
ゴ
ン
）
の
一
環
と
し
て
米
海
兵
隊
と
の
共
同
実
弾
射
撃
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

中
隊
が
行
う
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
）
実

弾
射
撃
訓
練
は
、
２
年
に
１
度
行
わ
れ
、
射
撃
訓
練
を
活
用
し
、

射
撃
練
度
の
向
上
を
図
り
つ
つ
米
海
兵
隊
と
の
連
携
要
領
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
重
要
な
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
実
弾
射
撃
訓
練
に
向
け
た
訓
練
を
、
年
度
当
初
か
ら
行

い
、
発
射
機
進
入
要
領
、
安
全
点
検
要
領
及
び
射
撃
実
施
手
順

と
併
せ
て
不
測
事
態
対
処
発
生
時
の
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
９
月
23
日
（
火
）
に
多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
）
射
撃
を
行
っ
た
際
は
、
空
気
が
震
え
る
ほ
ど
の

爆
音
と
衝
撃
波
が
発
射
機
を
包
み
、
地
面
に
伝
わ
る
振
動
と
火

薬
の
匂
い
、
そ
し
て
燃
え
広
が
る
閃
光
が
遠
く
ま
で
伸
び
て
い

き
ま
し
た
。
「
こ
の
瞬
間
緊
張
感
が
漂
う
と
同
時
に
射
撃
班
長

と
し
て
の
や
り
が
い
を
１
番
に
感
じ
る
」
と
射
撃
班
長
の
岡
﨑

３
曹
は
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
米
海
兵
隊
と
共
同
し
射
撃
練
度
を
向
上
す
る
こ
と
で

相
互
運
用
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
実
弾
射
撃
訓
練
を
通

じ
て
、
現
有
の
編
成
・
装
備
を
駆
使
す
る
練
度
及
び
隊
員
の
責

任
感
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
無

事
に
射
撃
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
中
隊
が
一
丸

と
な
り
、
ま
た
発
射
機
等
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
第

１
０
２
特
科
直
接
支
援
大
隊
整
備
隊
の
方
々
の
献
身
が
あ
り
今

回
の
射
撃
任
務
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
継
続
的
な
練
成
を
行
い
、
射
撃
練
度
の
向
上
に
努
め

「
抑
止
」
と
「
対
処
」
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

特別展示 エイサー隊による道ジュネー

宮崎防衛副大臣による訓示

倒壊した家屋からの救出・救護

ヘリコプターによる被災者の輸送

石垣駐屯地 第101不発弾処理隊
によるパレード

第15音楽隊による
演奏パレード

共同実弾射撃訓練に参加した日米両国の隊員

ＭＬＲＳ実弾射撃

あらゆる状況下での幕僚活動

優秀隊員 山田即２曹

即応予備自衛官戦力化

被拘束者確保

訓示を述べる連隊長

常即一心で

敵の襲撃に果敢に立ち向かう

優秀の美



創
隊
70
周
年
記
念
行
事

（西
部
方
面
会
計
隊
）

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
２
直
接
支
援
中
隊

３
曹

榊
原
隆
之
介

令
和
７
年
度
自
衛
隊
統
合
演
習
（
07
Ｊ
Ｘ
）

（自
衛
隊
那
覇
病
院
）

我
が
家
は
、
私
と
妻
、
生
後
半
年
に
な
る
息

子
の
３
人
家
族
で
す
。

私
は
小
郡
駐
屯
地
で
通
信
整
備
・
通
信
係
陸

曹
と
文
書
陸
曹
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の

古
武
道
と
、
第
一
子
が
誕
生
し
て
か
ら
は
「
初

め
て
の
子
育
て
」
と
い
う
任
務
も
加
わ
り
、
三

刀
流
で
充
実
し
た
日
々
で
す
。

部
隊
で
は
、
計
画
的
に
業
務
を
遂
行
し
て
積

極
的
に
休
み
を
と
れ
る
よ
う
各
級
隊
長
や
先
任

か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
り
、
人
が
少
な
い
厳

し
い
状
況
で
も
勤
務
を
調
整
し
て
い
た
だ
い
た

り
と
多
く
の
配
慮
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま

で
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
で
き
て
い
ま

す
。し

か
し
、
ど
う
し
て
も
月
に
１
週
間
ほ
ど
は

当
直
等
で
家
を
空
け
る
の
で
、
そ
の
間
は
妻
が

子
育
て
や
家
事
を
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
慣

れ
な
い
育
児
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
明
る
く
家

庭
を
支
え
て
く
れ
る
妻
に
は
、
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実
家
や
親
せ
き
か
ら

ベ
ビ
ー
グ
ッ
ズ
の
贈
り
物
が
あ
っ
た
り
、
私
の

不
在
間
に
義
母
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
日
々
、
周
り
の
人
か
ら
支
え
ら
れ
、

祝
福
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
温
か
い
支
え
の
中
で
、
家
族

と
と
も
に
成
長
で
き
る
幸
せ
に
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地域主催の親子サロンにて

お月見姿で

患者後送に関する調整①

西
部
方
面
会
計
隊
は
、
令
和
７
年
12
月
６
日
（
土
）
、
健
軍

駐
屯
地
に
お
い
て
、
西
部
方
面
会
計
隊
創
隊
70
周
年
記
念
行
事

を
行
い
ま
し
た
。
山
口
方
面
会
計
隊
長
は
、
記
念
式
典
の
式
辞

に
お
い
て
、
70
年
の
歩
み
を
前
半
と
後
半
に
分
け
て
振
り
返
り
、

前
半
35
年
の
東
西
冷
戦
時
代
と
現
在
に
至
る
後
半
35
年
の
国
際

社
会
の
状
況
に
触
れ
つ
つ
、
近
年
の
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な

安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
西

部
方
面
会
計
隊
の
任
務
達
成
な
く
し
て
西
部
方
面
隊
の
任
務
達

成
な
し
」
「
西
部
方
面
隊
の
任
務
達
成
な
く
し
て
自
衛
隊
の
任

務
達
成
な
し
」
と
い
う
認
識
を
隊
員
一
同
で
共
有
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
計
科
支
援
を
も
っ
て
国
防
の
最
前

線
を
支
え
、
国
家
・
国
民
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
西
部
方
面
会

計
隊
を
目
指
し
、
指
揮
官
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
全
身
全
霊
を

尽
く
し
て
任
務
に
邁
進
す
る
こ
と
を
改
め
て
誓
い
ま
し
た
。
式

典
後
は
駐
屯
地
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
記
念
会
食
を
行
い
、
ご
来
賓

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
元
方
面
会
計
隊
長
を
始
め
Ｏ
Ｂ
の

方
々
と
昔
を
偲
び
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
隊
員
の

帰
属
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昔
の
ア
ル
バ

ム
を
ご
覧
に
な
っ
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
、
「
当
時
の
出
来
事
が
昨
日

の
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
も
現
役
時
代
と
同
様
に
若
い
気
持
ち
で

生
き
て
い
た
い
」
と
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
西
部
方

面
会
計
隊
は
、
会
計
隊
本
部
及
び
13
個
会
計
隊
・
10
個
派
遣
隊

が
西
部
方
面
区
の
計
24
個
駐
屯
地
に
分
散
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

隊
員
一
丸
と
な
っ
て
、
引
き
続
き
会
計
支
援
に
邁
進
し
、
新
た

な
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
７
年
10
月
23
（
木
）
、

佐
賀
県
立
佐
賀
商
業
高
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
一
環
と
し
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
併
用
し
た
胸
部
圧
迫
に
よ
る
一
時
救
命
処
置
要
領
の

展
示
及
び
実
習
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
同
校
の

校
長
先
生
が
、
「
生
徒
に
人
と
し
て
生
活
す
る
上
で
の
知
識
と

し
て
身
に
付
け
さ
せ
た
い
」
と
の
思
い
で
、
平
素
か
ら
関
係
の

あ
る
佐
賀
募
集
案
内
所
の
広
報
官
に
依
頼
さ
れ
実
現
し
ま
し
た
。

対
象
は
２
年
生
約
２
４
０
名
で
、
２
回
に
分
け
、
1
回
を
12

グ
ル
ー
プ
に
区
分
し
て
同
校
体
育
館
内
で
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
当
初
は
か
な
り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
習
が
進
む
に
つ
れ
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
注

ぎ
つ
つ
も
生
徒
相
互
に
教
え
あ
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
様
子
で
実
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、
「
最

初
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

分
か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
い
な
ん
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
、
「
人
の
命
を
守
る
仕
事
を
し
て
い
る
自
衛
隊
の
人
た
ち

な
の
で
安
心
し
て
実
習
を
受
け
ら
れ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
教
頭
先
生
は
、
「
今
後
は
、
部
活
動
中
、
特

に
運
動
部
の
練
習
中
に
発
生
し
た
事
故
に
対
処
す
る
た
め
速
や

か
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
身
近
な
人
を
守
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
会

を
経
て
他
人
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
意
識
し
、
引
い
て
は
人
命

式 辞 祈念式典

祝賀会食

防
災
教
育

（佐
賀
地
方
協
力
本
部
）

患者後送に関する調整②

空自航空機へ担架搬送する
予備自衛官

情報共有をする隊員

目
指
せ
！
新
メ
ニ
ュ
ー
年
間
40
種
類

（久
留
米
駐
屯
地
業
務
隊
）

久
留
米
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
「
目
指
せ
！
新
メ

ニ
ュ
ー
年
間
40
種
類
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
隊
員
か

ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
、
駐
屯
地
名
物
メ
ニ
ュ
ー
、
ご
当
地
メ

ニ
ュ
ー
、
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
、
世
界
の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
等
、
栄
養
士
が

創
意
工
夫
し
て
給
食
業
務
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
隊
員
を

飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
隊
員
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
年
度
は

新
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
・
提
供
に
こ
だ
わ
っ
て
、
12
月
末
段
階
で
新
メ

ニ
ュ
ー
31
種
類
に
到
達
し
ま
し
た
。
９
月
下
旬
に
入
隊
し
た
自
衛
官
候
補

生
か
ら
は
「
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
時
や
辛
い
時
も
隊
員
食
堂
の
お
い
し

い
料
理
を
食
べ
て
元
気
に
訓
練
に
取
り
組
め
ま
し
た
」
「
午
後
、
自
衛
隊

体
操
検
定
が
あ
り
ま
す
が
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
肉
卵
あ
ん
か
け
う
ど
ん
で
パ

ワ
ー
を
付
け
て
必
ず
合
格
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
栄

養
士
の
城
島
技
官
は
「
隊
員
さ
ん
の
声
を
励
み
に
し
て
、
物
価
高
騰
に
負

け
る
こ
と
な
く
、
隊
員
さ
ん
の
笑
顔
の
た
め
に
美
味
し
い
食
事
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

尊
重
の
気
持
ち
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」
と
言
及
さ
れ
、
終

始
教
育
を
見
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
担
当
広
報
官
も
高
校
生
が

陸
海
空
３
色
の
迷
彩
服
を
目
に
し
、
統
制
の
取
れ
た
実
習
支
援
を
通
し
て
、

自
衛
隊
の
魅
力
の
一
端
を
感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
佐
賀
地
本
は
、
引
き
続
き
若
年
層
と
の
触
れ
合
い
を
通

じ
、
自
衛
隊
の
更
な
る
理
解
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐賀募集案内所長による全般説明

実習支援中の広報官

操作要領説明中の広報官

午後からの自衛隊体操検定に
備える自衛官候補生

食事を楽しむ自衛官候補生新メニュー「チキンオーバーライス」

新メニュー「肉卵あんかけうどん」
と栄養士の城島技官

那
覇
病
院
は
、
令
和
7
年
10
月
22
日
（
水
）
か
ら
同
月
31
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
令
和
７
年
度
自
衛
隊
統
合
演
習
（
07
Ｊ

Ｘ
）
に
参
加
し
、
那
覇
病
院
等
に
お
い
て
統
合
に
よ
る
治
療
、

患
者
後
送
等
を
演
練
し
ま
し
た
。

本
訓
練
の
特
徴
は
、
陸
・
海
・
空
の
隊
員
で
業
務
運
営
を
行

う
統
合
訓
練
で
あ
り
、
集
め
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
う
ま
く
連
携

で
き
る
よ
う
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
を
意
識
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人

の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
目
標
達
成

を
目
指
す
た
め
の
組
織
作
り
の
取
り
組
み
で
す
。
訓
練
開
始
に

あ
た
り
、
訓
練
の
目
的
や
概
要
に
つ
い
て
、
全
体
教
育
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
（
ダ
メ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手

術
）
班
で
は
、
本
訓
練
に
お
い
て
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
実

態
と
今
後
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
任

務
遂
行
の
成
否
は
、
チ
ー
ム
が
連
携
し
、
本
来
の
能
力
を
発
揮

で
き
る
か
が
重
要
で
す
が
、
お
互
い
の
経
験
値
や
背
景
の
違
い

か
ら
う
ま
く
連
携
で
き
な
い
等
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
即
応
的
な
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
あ
り
、

沖
縄
医
療
拠
点
の
機
能
発
揮
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
訓
練
に
は
、
常
備
自
衛
官
だ
け
で
な
く
、
予
備
自

衛
官
（
技
能
公
募
）
も
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
隊
員
は
、

「
一
連
の
状
況
で
の
訓
練
に
参
加
で
き
、
全
体
像
を
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
、
「
今
後
も
是
非
こ
の
よ
う
な

訓
練
に
参
加
し
た
い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
業
務
運
営
に
お

い
て
は
、
各
人
専
門
的
な
知
見
か
ら
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し

て
い
ま
し
た
。

那
覇
病
院
は
、
引
き
続
き
隊
員
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
域
病
院

で
あ
り
、
医
療
拠
点
で
あ
る
た
め
に
、
情
熱
と
執
念
を
も
っ
て

任
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。


